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に
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与
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。
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の
近
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、
手
首
で
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る
ぐ
る
廻
し
な
が
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上

へ
あ
げ
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●
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。
絵
や
ま
ん
画
に

，
を

見
て
い
る
の
を
ヽ
い
た
煙
様
の
も
の
を
換
倣
し
た
も

の
。

ヨ
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う
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眩
い
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と
同
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要
領
の
手
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。
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姜

情
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。
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頭
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と
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ま
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こ
と
。
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同
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と
同

じ

手

ま
わ

。

洋

行

　
西
洋

Ａ
興

行
機

Ｖ

行

く

。

養
子

　
Ａ

攣
め

る

（
与

え

る
）
Ｖ

息

＾
娘

）

洋

食

　
事

を
下

に
向

け
渭
頭

を

よ

に
さ
し

た
人
差

指

と
中

着

の
右
手

．
事

を
下

に
下

向

け
渭
頭

を
右

に

さ

し

た
人
差
指

と
中
指

の
左

手
、　
一
方

を

ナ
イ

フ
、

一
方

を

フ

ォ
ー

ク
と

な

そ
ら

え

て

料

理

を

切

る
真

似

。用

心

　

「
注
意

」

と
同

じ
手
ま

た

。

様
子

　

五
指

の
指
頭

を
上

に
さ
し
掌

を
前

に
向

け

た
両

手

で
、　
何

に
か

或
物

の

輪

郭

を

ま

ネ
す

る
身

振

。幼

稚
口

　
遊

戯

を

し

て

い
る
よ
う

に
両
手

を

叩

い

て
は
両
手

を
左

右

に
出

し

て
手

を

つ
な
ぎ

合

う
真

似

を

し

て
―

学
校

。

姜
父
母
　
ほ
ん
と
う
―
産
む
―
で
な
い

（
違
う
）

交
母
．

洋
風
　
西
洋
―
適
す
る
。

よ
う
な
　
「
如
き
」
と
同
じ
手
ま
な
。

予
科
　
事
で
膝
を
叩
た
く
。
脚
即
ち
■
●
を
つ
く

る
こ
と
か
ら
か

，

予
期
　
「
想
像
」
と
同
じ
手
ま
た
。

預
金
　

「
金
銭
」
を
表
わ
し
た
手
を
前
に
さ
し
出

し
て
か
ら
、
掌
を
上
向
け
た
ｔ
手
の
上
に
郵
掟
局
の

消
印
を
工
っ
た
姿
態
の
オ
手
を
叩
た
き
降
す
．

翌
―
日
、
月
、
年
　
口
、
月
、
年
―

一
つ
未
来
．

浴
場
　

「
風
呂
」

「
温
泉
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

欲
心
　
が
め
つ
い
―
―
心
。

余
計
　
多
い
―
過
ぎ
る
。

像
算

　
「
家
」
と
同
じ
手
ま
ね

〈
「
像
」
の
文
字

の
つ
く
り
か
ら
起
っ
た
手
ま
ね
）
―
―
会
計
。

害
し

（良
し
）
撃
に
し
た
手
を
鼻
頭
に
つ
け
鼻
高

を
表
わ
す
。

予
習

　

そ

の
前

に
―
―

勉
強

。

寄
車

　

両

手

の
人
差
指

で
十

イ

を
形

ど
リ
ー
ー

算

術

．予

想

　

「
想
像

」

と
同

じ
手

ま
ね

。

予

定

　

「
用
意

」

「
聾
頓

」
と
同

じ
手

ま

ね
。

世

の
中

　

「
人

々
」

を
表

わ

し

て
か
ら
、
掌

を
下

に
向

け

た
右

手

を
陶
左

筋

辺
り

か

ら
前

方

＾
弧
を
描

い
て
右

へ
。

予

報
　

０

「
予
最

す

る
」
考

え

■
て
る
―
云
う

。

Ｌ

「
予

報

」
外

れ

る
。

「
あ

て
外

れ

」
同

じ

の
手

Ｉ

ね

。読

む
　

新
円

（
或

は

「
本

」
「
手
本

し

を
表

し

て

か
ら
、
肇

を
下

に
向
け

指
頭

を
前

方

に
さ
し

た
人
差

指

と
中

指

の
手

を
眼

も
と

に
し

て
（
視
′

）
、

二
指

を

視

線

が
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に
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